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実 践 報 告

非認知能力の育成を目指した表現教育プログラムの開発
― 自尊感情，レジリエンス，コミュニケーション能力の育成に焦点をあてて ―
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要旨：本稿は，環太平洋大学次世代教育開発センターの取り組みである「EXプロジェクト～表現教
育者育成プログラム～」の内容・成果・課題について考察することを目的とした。「受講生が非認知
能力を理解すること」「受講生が非認知能力の高め方を理解すること」「受講生自身の非認知能力を高
めること」を目的に，非認知能力の中でも「自尊感情」に焦点を当て，歌・ダンス・即興演技・対話
などの表現活動を軸としたワークショップの体感，リフレクション，非認知能力についての講義など
を中心としたプログラムを開発した。週１回合計４回のプログラムを行う中で，受講生が他の学生と
の交流や体験の振り返りを通して，自尊感情や表現教育，さらには自分自身の変化について理解を深
めているように感じられた。今後は「レジリエンス」と「コミュニケーション能力」に焦点を当てて
プログラムを継続するため，そこでの成果を確認するに加え，参加者の変容についてアンケート調査
等を用いて明らかにする必要があると考える。
キーワード：非認知能力，表現教育，自尊感情，アクティブラーニング

Ⅰ．はじめに

　近年，子どもの発達において将来に大きな影響を
及ぼす要因として「非認知能力」が世界中で注目さ
れ，日本でもあらゆる教育機関が非認知能力の育成に
注力し始めている。この非認知能力とは，IQなどの
数値で示される認知能力とは異なり，「学びに向かう
力や姿勢」のような「目標や意欲，興味・関心をも

ち，粘り強く，仲間と協調して取り組む力や姿勢」を
中心としたスキルであるとされている（無藤，2016）。
OECDが幼児期に育むべき力として「社会情動的スキ
ル（非認知能力）」を提唱していることや，新学習指
導要領の中で，知識，理解に加えて学びに向かう力や
人間性などの資質，能力を育むことを重要な要素とし
ている背景もあり，非認知能力に関わる研究や実践は
幼児教育，初等中等教育の領域が主となっているが，



中山（2018）は，大学生の非認知能力を育むことも重
要であると述べている。その重要性は，VUCA時代
と言われるような不確かな未来で活躍することのでき
る人財育成という視点と，大学という特殊な環境に加
え，近年のコロナウイルスの流行によって更に加速し
た大学生のうつ病増加など，大学生が抱える様々な社
会課題を解決する糸口になるという視点の両方から考
えることができる。
　非認知能力を育む教育として，表現教育が挙げられ
る。表現教育とは，演劇，ダンス，音楽，美術，パ
フォーマンス・アートなどの芸術表現活動を通して行
われる教育である。平田（2006）は，表現教育につい
て，多様な価値観が溢れている現代において，違いが
あることを前提とした新たなコミュニケーション能力
を育むため，芸術表現活動の持つあらゆる違いを認め
合いながら，自己を表現しつつ他者と協働していくと
いう特性が効果的であると述べている。また2010年度
に文部科学省・文化庁の施策として実施された「児童
生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表
現体験」事業を中心に，学校教育の中で様々な表現教
育の実践，研究が行われたことや，歌唱やダンスを中
心とするワークショップへの参加が自尊感情や肯定的
な個人志向性を高めるといった研究結果からも，表現
教育がコミュニケーション能力や自尊感情といった非
認知能力を育む要因として効果を示していることが分
かる（山崎，2015）。
　本学でも，大学生の非認知能力を育む活動として，
表現活動を通したプログラムの提供を行っている。大
橋ら（2017）によると，ダンス・歌唱・即興演技など
の表現活動を通した授業の中で，受講生のレジリエン
スが高まったことが報告されている。その他にも，３
日間という短期間で受講生がパフォーマンスショーを
作り上げるプログラムや，大学生が指導者となり，小
学生を対象に表現活動を軸としたプログラムを実施す
るアウトリーチ活動など，多様な表現教育のプログラ
ムを提供している。しかしこれらの活動の中では，非
認知能力にどのような心理的機能が含まれているのか
といった非認知能力の定義を理解する内容や，活動の
中でどのようにして非認知能力が育まれているのかと
いった教育的介入方法などについての教授は行われて
こなかった。つまり，プログラムを通して受講生自身
の非認知能力を育むことに注力して行われてきたが，
受講生が非認知能力についての理解や知識を深め，将
来自らが他者の非認知能力を育んでいくための学びの
機会の提供は未だ不十分なのである。

　そこで本学では，参加者が単に自身の非認知能力
を育むだけでなく，非認知能力への知識や理解を深
め，他者の非認知能力を育む方法を歌やダンス，即
興演技などの表現活動を通して学ぶ，新しい表現教
育プログラムの開発を行った。新しい表現教育プロ
グラムでは，非認知能力の中でも，本学全体で育む
非認知能力として挙げられている「3Rs（Respect， 
Responsibility, Resilience）」と，これまで行ってきた
表現教育活動の中で重要視してきた育みたい資質の両
方の観点から，「自尊感情」「レジリエンス」「コミュ
ニケーション能力」の３つの非認知能力をテーマとし
て挙げている。プログラムの内容は，テーマごとにそ
れぞれの定義について考える協働的活動，表現活動を
軸としたワークショップ体験と分析，リフレクション
を通して，それらの非認知能力の定義は何か，どのよ
うにして育むことができるのかを自分ごととして捉え
つつ，深く考えていく。プログラム内の知識を取得す
る場面においても，一方的な講義のスタイルではな
く，身体的なワークや対話などの表現活動を取り入れ
た学びの機会を提供していることが特徴的である。大
学生を対象とした非認知能力を育むプログラムや，非
認知能力についての理解を深める講義などは既に多く
の取り組みが行われているが，その両者をアクティブ
ラーニングを通して複合的に学ぶことのできる表現教
育プログラムの取り組みに関する実践報告として，本
報告は意義があるものと考えられる。

Ⅱ．研究の目的 

　本研究では，非認知能力についての講義と表現活動
を軸としたワークショップ体験及び分析，リフレク
ションを組み合わせた新たな「表現教育プログラム」
の開発について報告し，その成果と課題から，参加者
の非認知能力を育むと共に，その参加者が他者の非認
知能力を育むために汎用的に活用することのできる知
識やスキルを学ぶプログラムの可能性を探ることを目
的とする。

Ⅲ．研究の方法

　本研究では，2021年11月に４回に渡って実施した新
たな表現教育プログラムについて紹介し，その成果と
課題について報告する。
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Ⅳ．実践内容

１．『EXプロジェクト〜表現教育者育成プログラム』

　本プロジェクトを開発・実施するにあたって，以下
のように目的や対象を設定した。目的：『EXプロジェ
クト〜表現教育者育成プログラム〜』は，表現教育を
活用する次世代の教育者になるための学びの場を学生
に提供する新しい表現教育プログラムとして始動し
た。「表現教育とは」という問いを主題とし，講義，
グループ対話や表現活動を通して，表現教育の実践者
になるために必要な知識や技法について学ぶと共に，
個人の内的成長を深めることをプログラムの目的とし
ている。
内容：本プログラムは週１回のプログラムを３ヶ月
に渡って行うものである。「自尊感情」「レジリエン
ス」「コミュニケーション能力」の３つの非認知能力
をテーマとし，４回ごとに，ひとつのテーマの非認知
能力の定義から育み方までを，表現教育の領域から体
験・分析する機会を提供する。本稿は，「自尊感情」
をテーマとした第一回〜第四回までの実践の報告をま
とめたものである。
期間：2021年11月５日〜2022年２月４日　週１回計12回
対象者：本プログラムの受講生は，学内メールでの募
集により集められた。本プログラムを受講した学生
は，教育経営学科10名，現代経営学科４名，こども発
達学科８名，体育学科１名の計23名である。また，学
年の内訳は，１年生２名，２年生９名，３年生６名，
４年生６名となっている。受講生のうち17名はそれま
で継続的に表現教育のワークショップを行う学内の研
究団体に所属して活動を行っている学生であった。そ
の他の６名は表現教育の継続的な活動は行っていな
かった。

２．第一回『自尊感情って何？』

日時：11月５日（金）18：15-19：45
参加者：21名
実施者：３名
目的：自尊感情についての一般的な知識を深める
プログラム：
①�他己紹介：参加者同士が知り合うためのアイスブレ

イク（15分）
②プログラム全体の説明（５分）
③「表現教育」についての講義（５分）
④「自尊感情」についての講義（15分）
⑤共有体験のワーク（25分）

⑥�リフレクション：個人での作業→グループディス
カッション（25分）

　第一回では，講義に加え，五感を使ったワークやグ
ループでの対話を通して，受講生が表現教育や自尊感
情についての基礎的な知識を理解し，習得することを
目的とした。
　プログラムの前半では，自尊感情の構成要素，基本
的自尊感情と社会的自尊感情の違い，また，基本的自
尊感情を高める方法としての共有体験についての講義
を行い，自尊感情の基本的知識の理解を図った。さら
に，基本的自尊感情を高める方法の一つである「共有
体験」を取り上げ，実際に体感してもらうことで，体
験的に理解を深めている。
　共有体験のワークでは，全員で外に出て同じ空間で
10分ほど過ごし，五感で感じたことを記述した。その
後，グループに分かれて気づきを共有し合い，互いの
感覚の相違点や類似点について対話を行った。
　リフレクションは，受講生のメタ認知を促し，自己
理解を深めることを目的として，毎回のプログラムの
終わりに振り返りの時間として設定している。第一
回では，参加者が自身の基本的自尊感情を１〜10で表
し，その数値になった理由を考察し，グループ内で共
有した。また，プログラムを受ける中で浮かんだ疑
問や問いについて他者と共有し，考察する時間を設け
た。
　プログラム後には，受講生に，プログラム内容につ
いての気づきや疑問点を問うGoogleフォームを使用
した振り返りアンケートを行っている。このアンケー
トによる振り返りは，毎回のプログラム後に必ず行
い，受講者の知識の理解度やプログラムへの充実度を
測る他，彼ら自身がプログラムでの学びや問いを再認
識することにより，知識を定着・発展させて行くこ
とを目的とした。自尊感情という概念に初めて触れる
受講生もいる中， 第一回では，学生同士の活発な対話
や，新たな問いを持つ学生の様子が多く見受けられ，
自尊感情についての理解が深まった様子が見られた。

３．第二回『自尊感情×表現教育ワークショップ』

日時：11月12日（金）18：15-19：45
参加者：19名
実施者：３名
目的：�⑴自らの自尊感情について考え，高めるきっか

けとする⑵多様な表現教育の技法に触れる
プログラム：
①前回の振り返り（５分）
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②�自尊感情についての身体性を用いたワークショップ
（55分）

③リフレクション（25分）
④�第四回で行う成果発表についてのガイダンス（５

分）
　第二回では，スタッフが実施する身体性を用いた
ワークショップを体験することで，受講生が自らの自
尊感情について考え，表現教育の多様な技法に触れる
ことを目的とした。
　ワークショップでは，主に身体性を用いた応用イン
プロヴィゼーションのワークをいくつか行った。ワー
クショップで行ったワークの内容は表１の通りであ
る。

 
表表１１  ワワーーククシショョッッププでで⾏⾏っったたワワーークク  

 
 

表１　ワークショップで行ったワーク

　リフレクションでは，図１のグラフにワークショッ
プ内での自身のテンション（気持ちの上がり下がり）
の変化を記録し，グラフが大きく変化している部分に
ついて，各自で考察を行った。

　その後ペアになり共有，対話を行い自身の気づきを
他の受講生と共有することで，無意識の意識化を図っ
た。受講生からは，同じワークショップを受けていな
がら一人一人全く異なる感情の変化や着目点があるこ
とに驚きの声が多く上がった。当初は，テンショング
ラフに，基本的自尊感情を表す「ありのままグラフ」
と「自分すげー！グラフ」も加えその変化についても
考察する予定であったが，時間調整のため，次回のプ
ログラムまでの課題とした。

４．第三回『ワークショップ分析』

日時：11月19日（金）18：15-19：45
実施者：２名
参加者：16名
目的：�表現教育におけるワークショップのデザイン方

法を理解する
プログラム：
①前回の振り返り（10分）
②受講生によるワークショップ分析（15分）
③�実施者からのワークショップについての講義（15

分）
④成果発表準備（45分）
⑤リフレクション（５分）
　冒頭の振り返りでは，課題として出していた「じそ
かんグラフ」をペアになって共有し，気づいたことに
ついて対話を行った。

図図  22  ワワーーククシショョッッププのの分分析析  空空間間  

 

図２　ワークショップの分析　空間
図図  11  テテンンシショョンンググララフフ・・じじそそかかんんググララフフ  

 

図１　テンショングラフ・じそかんグラフ 図３　ワークショップの分析　人工物

図図  33  ワワーーククシショョッッププのの分分析析  ⼈⼈⼯⼯物物  
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　ワークショップ分析では，受講生がグループに分
かれ，学習環境デザインに基づいた「活動」「空間」

「共同体」「人工物」の４つの枠組みで体験したワーク
ショップの分析を行った。学生の分析後，実施者か
ら，ワークショップ内で行った活動の意図や目的，自
尊感情ワークショップの組み立て等について，上述の
４つの枠組みをもとに説明を行った。図２〜図７は説
明時に使用したスライドである。

　学生の分析では，グループ内で活発な議論が見受け
られ，実施者が想定していたものとは異なる観点から
の分析も多々行われた。また，実践者からの説明を受
けて，空間作りの重要性について言及する学生が多
く，表現教育のワークショップの組み立てや技法につ
いて多角的な観点から理解できていると感じられた。
　分析後には，第四回に実施する成果発表に向けて，
グループに分かれて準備を行った。第一〜三回に渡っ
て得た学びや気づきに言及し，新たに浮かんだ問いに
ついて議論しながら成果発表の準備を行う様子が各グ
ループで見られ，多くの受講生が知識を実践に活かし
ていると感じられた。

５．�第四回『自尊感情×表現教育 についての成果発

表』

日時：11月26日（金）18：15-19：45
実施者：２名
参加者：19名
目的：学びの成果発表
実践内容：
①導入・発表準備（10分）
②成果発表 ３グループ（45分）
③しかけ共有（15分）
④成果発表グループでのリフレクション（10分）
⑤ペアでのリフレクション（５分）
　第四回では，成果発表会を実施した。第三回までに
習得した自尊感情や表現教育についての知識，体験を
通して得た学びを，実践を通して，定着させて行くこ
とを目的としている。成果発表は４グループに分かれ
て行い，概要は以下の通りであった。

〈成果発表の概要〉
発表時間：各グループ10分
内容：�二つの問いの内一つを選び，グループで発表す

る
問い①自尊感情とは何か
問い②自尊感情を高める方法
発表方法：�表現活動・エンターテインメント要素を含

んだ発表
　成果発表では，全てのグループが，問い②を選択
し，自ら考えた自尊感情を高めるワークを様々な工夫
を用いて他の受講生に提供していた。発表後には発表
内で取り入れた，自尊感情に刺激を与えるための「し
かけ」を共有することで，受講生のそれまでの学びの
理解度や技法の習得を測った。また，各グループの発
表後，参加者による発表者へのGoogleフォームを使

図図  44  ワワーーククシショョッッププのの分分析析  共共同同体体  

 

図4　ワークショップの分析　共同体
図図  55  ワワーーククシショョッッププのの分分析析  活活動動((11))  

 

図５　ワークショップの分析　活動（１）
図図  66  ワワーーククシショョッッププのの分分析析  活活動動((22))  

 

図６　ワークショップの分析　活動（２）
図図  77  ワワーーククシショョッッププのの分分析析  活活動動((33))  

 
 

図７　ワークショップの分析　活動（３）
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用したフィードバックを実施し，リフレクションの際
に自分のグループへのフィードバックを確認すること
で新たな気づきを生むきっかけとした。
　成果発表を終え，アンケートや受講生の様子から，
学びの実践を非認知能力や表現教育の詳細な技法への
興味・関心の高まりが窺えた。

６．実施者によるプログラムの振り返り

　全４回のプログラム終了後，実施者２名でプログラ
ム全体の振り返りを行った。この振り返りは，次回以
降のプログラム作成に繋がる課題をあげ，改善方法を
探ることを目的として実施したものである。
　初めに，実施したプログラムの課題点について，プ
ログラム中の受講生の発言や様子，時間外に受講生が
行った課題，振り返りフォーム等を参考に，ブレーン
ストーミングを用いて洗い出した。その後，課題の改
善方法について同様にブレインストーミングでアイ
ディア出しを行ったあと，KJ法を用いて要素分けを
行った（図８）。

図図  88 ププロロググララムムのの改改善善⽅⽅法法  

 

図８　プログラムの改善方法  

　受講生の中には，プログラムで扱った内容や概念に
ついて初めて触れた者もおり，知識の理解に時間がか
かる受講生も見受けられ，受講者間の理解度には差が
あった。また，講義やワークショップの内容量が多
く，対して受講生が自ら理解を深め，新たな問いや気
づきについて考えるための対話やリフレクション，分
析の時間が不十分であったことが課題としてあげられ
た。特にリフレクションについては，受講生がプログ
ラム内で得た知識を定着させ，自らの問いを深め，新
たな気づきをもたらすために重要な時間であり，この
時間の量，質をともにあげていくことが課題として上
がった。
　改善方法については，主に以下の４つの項目があげ

られた。
①プログラム内容
　プログラム内で行う講義やワークショップ，その他
の活動の内容に関する項目である。受講生の知識の理
解度を高めるため，講義を簡潔に具体的な事例を用い
ながら行うことや，受講生自らの追求心と学びを深め
ていくためにワークショップ体験や分析の中で実践者
から段階的に問いかけを重ねていくことなどがあげら
れた。
②プログラムの構成
　プログラム内の活動の構成や時間に関する項目であ
る。学生の内容の理解度をあげる方法として，経験学
習サイクルを利用し，プログラム構成をワークショッ
プ体験を初回，講義をその後に行うということが上
がった。この構成の変更により，体験を概念化して知
識として定着させるということが可能となり，受講生
のプログラムで扱っている概念への理解度が上がるこ
とが推測される。また，講義時間を減らすことで，グ
ループ活動や対話時間など受講生が主体的に学びを行
う機会を十分に確保することなど改善方法としてあげ
られた。
③リフレクション
　毎回のプログラムの後半で行ったリフレクションに
関する項目である。リフレクションに十分な時間を確
保するために，講義やワークショップ時間を短縮する
ことや毎回のリフレクションの形式を統一することな
どがあげられた。また，リフレクションの質を向上さ
せる方法としては，視覚的に残る記録を残すこと，段
階的な問いを設定してより深い学びを促すことなどが
あげられた。
④プログラム間のデザイン
　プログラム時間外に行う，受講生の学びを深めてい
くための学びのデザインについての項目である。改善
方法の一つとして，90分のプログラムでは実践者か
ら受講生に与えられる知識や問いかけが限られるた
め，プログラム時間外にGoogleクラスルームなどの
プラットフォームを通して，受講生がプログラム中の
気づきや学びを自ら深めていくための働きかけを行う
ことの重要性があげられた。具体的な方法として，振
り返りフォームの質問内容について受講生の学びを定
着させるために適正化することや，質問スレッドを作
成し，学生同士の対話をプログラム時間外でも促すこ
と，実践者自身のプログラムを実施して出てきた課題
等を共有することなどがあげられている。
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Ⅴ．まとめと考察

　本研究では，非認知能力についての講義と表現活動
を軸としたワークショップ体験及び分析，省察を組み
合わせた新たな「表現教育プログラム」の開発及び，
４回に渡って実施した「自尊感情」をテーマとしたプ
ログラムの実践とその振り返りについて報告した。
　プログラムを実施する中で，プログラム内での発言
や活動の様子，時間外の課題，振り返りフォーム等か
ら，受講生の自尊感情や表現教育に関しての知識や理
解の深まりや技術の習得，興味関心の高まりなどが窺
え，新たな「表現教育プログラム」の可能性が感じら
れた。一方で，本研究では尺度などを利用した量的調
査等を用いていないため，実際に受講生の自尊感情や
その理解度についての変容の数値的分析は行えていな
い。
　プログラムについては今後も「レジリエンス」と

「コミュニケーション能力」をテーマに継続して行っ
ていくため，振り返りであげられた改善方法を用いて
プログラムを発展させていくと共に，受講生非認知能
力の数値的な変容についても調査，分析を通して検証
していくことが今後の課題であると言えるであろう。
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